
第12回　日本言語文化学研究会発表要旨

　　　　　　　　　　日本語学習者のビリーフス

　　　　　ー自律的学習に関わるビリーフスに焦v点を当てて一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お茶の水女子大学人間文化研究科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比較文化学専攻齋藤ひろみ

0、はじめに

　日本語教育においても自律的学習能力を養成することの重要性が主張される

ようになってきたが、自律的学習能力を養成する上で、学習者自身がもつ言語

学習に対する確信、つまりビリーフスが非常に大きな障壁となる場合がある

（Dick　i　nson　1987，Wenden　1991）。そこで、自律的学習能力養成を目指した支援

を行う前段階として、学習者のビリーフスを把握しておく必要があろう。

　ビリー一フスは、言語学習者としての経験や文化的背景の影響を受けていると

言われており（Horwitz1987）、レベル、滞日期間、これまで受けてきた外国語

教育、国籍、民族、文化などによりビリーフスが異なるであろうと掴則できる。

　本研究では、日本語学校で学習する日本語学習者を対象に自律的学習に関わ

るビリーフスについて調査を行い、学習者のビリーフスの傾向、レベル及び滞

日期聞によるビリーフスの違いを探っていく。

1、調査方法

（1＞目的

　日本語学習者の自律的学習に関わるビリーフスを調査し、ビリーフスにどの

ような傾向があるのか、その傾向にレベル及び滞日期間による違いがあるのか

を明らかにする。

（2）調査対象者

　日本語学校3校で学習する初級から上級までの学習者51名

　初級7名　中級25名　」：級19名

　国i籍　カナダ1　イギリス1　ミヤンマー1　台湾2　中国7　韓国39

（3）調査方法

　本研究では、ビリーフスを明ちかにする方法として質問紙による調査を実施

することにした。そこで、Horwitz（1987）のBALL　1の作成方法に倣い調査紙を作

成し、51名の日本語学習者を対象に調査を実施した。

　調査紙は、自律的学習に関わる7つの要素に関連する項目を30設定し、
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「強く反対」から「強く賛成」までの5段階リカート式とし、その回答の数値

を自律度として扱う。但し＊印の項目は1→5を5→1と読みかえる。

＜自律的学習に関わる7つの要素＞

　a）学習目的　　b）学習方法　　c）学習素材　　d）評価・セルフモニター

e）教師への依存　　f）気持ちのコントロール　　g）学習環境の捉え方

（4）結果の分析方法

　「全体の傾向」と「レベル・滞日期間による違い」という二つの観点から分

析した。全体の傾向は、各項目の平均点から自律度の高い項目と低い項目を抜

き出し、学習者の自律的学習にかかわるビリーフスの傾向を探った。レベル・

滞日期間による違いは、同一の日本語学校で学習する初級7名、中級12名上級

11名の結果を対象に、項目毎に平均を比較分析した。

3、結果と考察

（1）全体の傾向

　4．0以上を自律度が高い、2．5未満を自立度が低いと解釈すると、自律的学習

に関わるビリーフスには次のような傾向があると言えそうである。

　学習のプロセスに関して責任を持って学習を管理することをよし（項目18，

22，27）としながらも、教師への依存が強く具体的な学習方法に関しては教師や

学校に頼っている（項目1，16，19，23）。また、学校での教科書を使った学習で

なくても身の回りの素材や社会的文化的出来事を通して学習することができる

と考えている（項目ll，13，17）。全体的な評価はする（項目4）が個々の産出活

動ではセルフモニターはできない（項目9，20＞とし、学習環境や日本語に接す

る時間や必要性を学習の成否を決定づける条件と捉えている（項目7，10，26＞、

（2＞レベル・滞日期間による違い

　分析対象とした30名（初級7名、中級12名、上級11名）は、同じ学校

で学ぶ学習者であり、基本的に初級レベルで入学し、6カ月毎にレベルの上の

クラスに移行することになっている。そのため、レベル別であると同時に、滞

日期間の違いによるグループ分けにもなっている。カリキュラムは精読、速読、

文法、聴解、漢字、日本語能力検定試験向けのi授業かち構成されている。

　初級と上級の自律度に0．5以上の違いがあった場合、初級から上級にかけての

自律度の変化と解釈する。

　初級、中級、上級のビリーフス全体の自律度の平均にはほとんど差がないが、

項目毎に見ると初級から上級へ次のような変化が生じると言えそうである。

一94一



　自律的方向への変化は、教師への依存が弱まり（項目16，19＞、徐々にセルフ

モニターができると考えるようになる（項目9，20）。目的を持つことの重要性

を感じ（項目2）、学習環境の影響を過大視しなくなる（項目7，10）。また、学

習のために多様な素材が利用できると考えるようになる（項目13）一方非自律

的方向への変化は、計画を立てた学習の有効性に疑問を持ち始め（項目22）、

努力と効率とは異なると考えるようになり（項目5）、より効果的な学習方法や

学習活動を学校に求めるようになる（項目29）。

4、おわりに

　この調査により、日本語学習者が自分で学習を管理して学習しようと考えな

がら、実際の学習では教師や学校への依存が強く、学習を取り巻く環境が学習

の成否を決定づける要因となると考えているという傾向が明らかになった、ま

た、滞日期間が長くなりレベルが上がるに従いビリーフスに変化が生じること、

またそれが特定のビリーフスに顕著であることがわかった。

　また、学習者の感想から、自律的学習のビリーフスについて調査することに

よって調査目的以外にも次のような効果が期待できることがわかった。

　・学習者に自分の学習について意識させることができる。

　・学習者が日本語の学習について考えていることや、学校や教師に求めてい

　　ることを教師が把握する機会が得られる。

　今後自律的学習を支援する上では、ここで明らかになった学習者のビリーフ

スを考慮して学習者により相応しい支援のJEr　i法を選択していくことが求められ

る。また、支援の一環として、ビリーフスについて意識化させる活動を組み込

んでいくことも望まれる。
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調査紙「自鋤摺こ関繍ビリーフス」舳1）麟課
　　　　　　　　　　　　　　　＊印：回答を1→5を5→i1と読みかえ自律度とした

質問項目

銚51 徽7 轍12 撤11

1，学習誓跣生のいう通り勉｝媒滅恥＊ λ3 32 ao a5
2，目的り涜るか拠かと、日本譜り麟鋼潤勅蜘、＊ 39 2．8 39 41
3，いろいろなi摺頬法観力よ日本渤欄こなる 34 iiii灘ii iiiii繋iiiii雛
4，自分の臨誹題点を考え郁ゾ縁進歩臨、 生4 44 ∠L5 46
5努力しても、日本語リミ上手になるかどうがまとからない＊ 3g　iiii…：聾iiiii三：羅i垂iiiii，…撫i

α間畠功も学馴よ日本語り蓬達する 33 31 3．9 2．8

7，日本謡謝る時間む翼坤ば自鮒こ臨勘猛こなる＊ a3 1．4 且7 a5
8，自伽こあった学習叛法を自分て恥ナるべきだ 4．0 4．4 37 43
9日本言配間畠葛銑生が直すべきだ＊ 且0 1．1 λ3 λ2

1α学習環境む郷伽ま日本詔趾手iになら勧、＊ 且4 1．8 a6 a5
11，日轍化や社会を理解しても、日蕪縄コ滋錫並たない＊ 42 40 3．7 44
12，どめくらい上達したいの力滝まっきりしていれは＼E礪移r）」溜ま速い 3．7 34 3．9 37
13，教F糧汐1のものよ日薦繍麹誼たない＊ 43 38 4L1 47
14，積脚秘こ話しても、日本語うミ上手になるとは限らな㌔、＊ 42 45 44 45
15，自分の感情をコントロ→レぐきないと、学雷はうまくいがない 37 38 35 39
1〔玉先生に教えてもらわないと、E体語は上達しない＊ λ5 1．8 L7 30
17，学校以夕隔照よ臨縄灘しい＊ 43 生8 ∠L2 46
la学習していることを識hることと、　E備甑進歩と1燗系がない＊ 41 42 生3 40
19先撒励懸、と、日本認ま上手になら熱、＊ a1 1．4 且2 且1

捻間畠臆自分冠批から郁、し、なが勃磁い＊ λ5 1．7 a6 a7
2L学習意欲が高ければ学校で勉絵しなくても日本語り予できるようになる λ9 λ5 33 且8
22，計画を立（て勉強しないと、臨勘蠣3通、 40 iiiii灘i iiiii獄ii　iiili舗i
23，勉ま学習しなければならないことを、全て教えるべきだ＊ a5 2．3 且3 a6
24，自分のE体言轍aて考えても、E体語ウ荘達するかどうかと

{勧轍詠
38 37 37 40

25，臨吾を使うを鋤なら、ど繍猷も日本語糊男拉っ 38 iiiii騰ii iiiii灘 iiii欝

鴎日本語を使う必要が熱弱よ財認り止勘彊、＊ 1．9 1．8 且0 1．9

1η，学琶がうまく行くかどうがこっいて、学習暮澗壬を持っべきだ 42 44 生1 生5
2＆学…習している時の気持ちと学習むごうまくいくかどうかと1潤系がある 且8 且0 ao 且0
鎗日掴a劇風学陵（勉胤なくてもB蕪勘艶きるようになる λ7

iiiii鱗ii ：iiii灘ii　iii…i囎i

3Cし問違いを直されると、直された潟ま自信をなくす＊ 生2 乱4 41 50
33 32 ユ3 34

初級→r±級自律度力V．5以上高くなった

　　　　　　　　　　低くなったiiiii
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